




別紙2

　　　　　（年度当初の計画）　　前期訪問日　令和５年6月8日

　　　　　（進捗状況の報告）　　後期訪問日　令和５年月日

板倉町立板倉中学校

№ 主な取組 主担当者 学年等 具体的な内容 重点時期 後期訪問時の状況と今後の手立て 重点時期

1
学習課題を明確にし
た授業構想

研究推進委員 全学年

○はばプラⅡやはばプラⅡICT活用Verに基づく授業実践と、学びの
意欲を高める「めあて」「まとめ」「振り返り」の工夫をする。

通年

2
自己研修課題に基
づいた指導の工夫

校内研修主任 全学年

○自己の課題解決に向けて思考・判断・表現する生徒を育成するため
に、単元目標を提示することで見通しをもたせるようにしたり、手立てを
明確にしたりするなどの授業改善を行う。 ６月～11月

1
教科部会やメンター
研修の活用

メンター主任
教務主任 全学年

○教科部会や、メンター研修を活用し、指導と評価の一体化を目指した
単元構想や、指導方法・評価方法の工夫などの指導体制づくりの共有
化を行う。 通年

2
基礎を伸ばす朝学習
への取組

各学年 全学年

○全学年で、基礎を伸ばし、学習習慣の確立に向けた朝学習への取組
をする。

通年

1
教科部会の定期的
な開催

各教科主任 全学年

○「授業づくりの視点」を明確にした定期的な授業公開や授業研究会
を実施する。

通年

2
資質向上研修を生
かした指導力の向上
の取組

校内研修主任 全学年

○資質向上研修を活用し、多面的・多角的な生徒理解に基づく指導
や、一人一人の教育的ニーズに応じた取組からの指導の工夫を行う。

通年

1
全国学力・学習状況
調査の成果及び課
題分析

学力向上コー
ディネーター 全学年

○実施学年の教職員だけでなく、全国学力・学習状況調査の分析結果
を全職員で共有し、本校の課題を把握する。

夏休み

2
NRTテストの成果及
び課題分析

学力向上C
各教科主任 全学年

○NRTテストの成果及び課題を分析し、各教科全体で共有し、課題を
活かした教科指導につなげる。

夏休み

1
自主学習方法の提
示・改善

学力向上コー
ディネーター 全学年

確かな学力の基盤となる学習習慣・生活習慣の定着（凡事徹底）に向
け、具体的な学習の仕方を調べて発表する等の活動を通して、生徒自
らが意識的に自主学習を行えるようにする。 5月～

2
家庭での学習習慣
の定着

学力向上委員会 全学年

定期テストに向けた家庭学習計画表の作成・実施を行う。向上のため、
スタディサプリの到達度テストやキュビナの活用などICTの活用も推進
する。 6月～

令和５年度　学力向上計画・報告書

取組Ⅳ　全国学力・学習状況調査結果の活用

取組Ⅴ　家庭・地域との連携

（年度当初の計画） （進捗状況の報告）
取組Ⅰ　教育課程の改善・充実

取組Ⅱ　指導体制の工夫

取組Ⅲ　指導力の向上



　　　　　（年度当初の計画）　　前期訪問日　令和５年5月30日

　　　　　（進捗状況の報告）　　後期訪問日　令和５年11月28日

明和町立明和東小学校

№ 主な取組 主担当者 学年等 具体的な内容 重点時期 後期訪問時の状況と今後の手立て 重点時期

1
伝え合う活動を行うこと

で学びを深める授業改善
授業者 １～６年

・授業を構想するときに、本時のねらい・まとめ・振り返りの場面を

設定し、タブレットを活用して、伝え合う活動を充実させる。
通年

2
読み書き・計算コンテス

トの実施

学力向上コー

ディネーター
１～６年 ･学期ごとに学習した内容を振り返り、基礎的な学力を定着させる。 9･1

3 ＣＲＴ学力調査
学力向上コー

ディネーター
１～６年

・朝行事の習熟の時間に活用問題を実施する。

・実施結果を分析し、全職員で共通理解する。
1･2

1 少人数指導 授業者 １～６年
･個に応じたきめ細かな指導の工夫と実践を行う。

･習熟度別少人数指導やTT指導。
通年

2 補習体制の確立 町支援員 １～６年 ･町支援員による学習支援体制を確立し、実践する。 通年

1 一人一授業の実施 研修主任 １～６年
・研究授業・発表授業を中心とした一人一授業を実践し、授業後に研

究会を行って振り返り、授業改善につなげる。
10・11

2 校内研修の活性化 研修主任 １～６年
･全教職員で研究の方向性を確認し、必要感に応じた資質向上研修を計

画して行う。
通年

3
ＩＣＴを活用した授業実

践
授業者 １～６年 ・ＩＣＴを有効活用して、確かな学力を育成する。 通年

1
全国学力・学習状況調査

の問題を分析する

学力向上コー

ディネーター
１～６年

・全国学力・学習状況調査の結果を、授業者を中心に分析し、全教職

員で共通理解を図る。
9

2
全国学力・学習状況調査

の対策をする。

学力向上コー

ディネーター
１～６年

･分析した結果をもとに、朝行事の習熟の時間に、学年に応じた活用問

題を実施する。
3･4

1 家庭学習の手引き
学力向上コー

ディネーター
１～６年

･具体的な学習内容や目標の学習時間を提示し、家庭学習におけるルー

ルの共通理解を図る。 4

2 家庭学習調査
学力向上コー

ディネーター
２～６年

･学期ごとに10日間、家庭学習を記録する期間を設け、家庭学習の取り

組み状況を学校と家庭で把握し、家庭への協力を依頼する。
６･10･2

3 自主勉コンテスト
学力向上コー

ディネーター
３～６年

・児童が目標を立て振り返りができる自主勉ノートづくりを推進し、

賞を設定し、賞状を授与して激励し、次の意欲へとつなげる。 通年

4 学校評価 教務主任 １～６年

･年に2回学校評価のアンケートを実施し、結果を分析して、自己評

価・改善策を公表し、それを生かして実践していく。 7・12

取組Ⅲ　指導力の向上

取組Ⅴ　家庭・地域との連携

取組Ⅳ　全国学力・学習状況調査結果の活用

令和５年度　学力向上計画・報告書

（年度当初の計画） （進捗状況の報告）

取組Ⅰ　教育課程の改善・充実

取組Ⅱ　指導体制の工夫
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別紙2

　　　　　（年度当初の計画）　　前期訪問日　令和5年6月30日

　　　　　（進捗状況の報告）　　後期訪問日　令和5年　月　日

明和町立明和西小学校

№ 主な取組 主担当者 学年等 具体的な内容 重点時期 後期訪問時の状況と今後の手立て 重点時期

1 週1作文の実施 学級担任 全学年

週末にテーマを決めて作文（高学年で２００字）を宿題にする。児童同士でタブレットを使って作文を読み合う

ことで書くこと、読むことに慣れさせる。テーマは国語の指導計画に準じた物とし、年に数回は「子ども新聞」

の記事を読んで要約したり意見感想を書いたりする機会を設ける。
通年

2
全校でテストを統一、EX

テストの導入
学級担任 全学年

全校でEXテストを国語、算数で実施することにより、応用問題、思考力の問われる問題に慣

れさせる。夏休みにはEXテストを効果的に活用するための校内研修を行い、学力の向上を目

指す。

通年

3 国語算数大会の実施 学級担任 全学年

各学期末にまとめとしてテストを行う。国語は漢字の読み書きと言葉の問題、算数は計算問

題、文章問題、図形問題など既習内容を幅広く取り扱う。後述のﾁｬﾚﾝｼﾞｱｯﾌﾟ週間と連動させ

て、学習内容の定着を図る。

通年

1
高学年における教科担任

制の実施
高学年担任 5,6年

教科担任制を実施し、専門性を生かした質の高い授業、教材研究の充実や負担軽減を図る。

それにより児童の学力向上や、複数教員の目による生徒指導の充実を期待する。 通年

2
道徳の学年ローテーショ

ン授業の実施
学級担任 3年以上

教材研究の充実や負担軽減を図る。それにより児童の理解を深め、複数

教員の目による生徒指導の充実を期待する。
通年

3

1
学力向上CNによる若手教

員への授業参観
学力向上

学力向上が経験年数10年以下の教員を対象に、指導案不要の参観授業を行う。観点は「はば

プラを実践できているか」である。授業は他の教員にも公開し、授業当日に研究会を簡単に

行う。

1，2学期

2 メンター研修 学力向上

若手の教員でメンターチームを結成する。持ち回りでリーダーとなり、日頃の悩みやアイ

ディアをテーマとして話し合い、指導力の向上につなげる。 通年

3

1
全国学力・学習状況調査

の成果及び課題分析

学力向上コーディ

ネーター
全学年

県教委が作成した全国学力・学習状況調査の結果分析資料を活用し、児童生徒の学力向上及び教員の授業改善の

ポイントを検討する。実施学年の教職員だけでなく、全職員で分担して全国学力・学習状況調査を分析し、本校

の課題を把握する。
夏休み

2 CRTの成果及び課題分析
学力向上コーディ

ネーター
全学年

CRTの結果を分析し、児童生徒の学力向上を図ると共に教員の授業改善のポイントを検討す

る。 ２～３月

3

1 チャレンジアップ週間
学力向上コーディ

ネーター
全学年

学期に一度の国語算数大会前に10日間の「チャレンジアップ週間」を設ける。家庭学習強化週間とし

て、学習時間を記録する。開始前に学活の時間などを使って、学習計画を自分で考えさせる。 通年

2 読み聞かせ

教養部

読み聞かせボラン

ティア

全学年
教養部の保護者が選んだ本を、朝の時間ボランティアの方に読み聞かせに来てもら

う。本に触れるきっかけを作り、読書に親しめるようにする。 通年

3

取組Ⅲ　指導力の向上

取組Ⅴ　家庭・地域との連携

取組Ⅳ　全国学力・学習状況調査結果の活用

令和５年度　学力向上計画・報告書

（年度当初の計画） （進捗状況の報告）

取組Ⅰ　教育課程の改善・充実

取組Ⅱ　指導体制の工夫
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別紙2

　　　　　（年度当初の計画）　　前期訪問日　令和５年６月５日

　　　　　（進捗状況の報告）　　後期訪問日　令和５年１１月１７日

明和町立明和中学校

№ 主な取組 主担当者 学年等 具体的な内容 重点時期 後期訪問時の状況と今後の手立て 重点時期

1 特別活動の見直し 研修担当 全学年

・学校における個々の学習が、それぞれのキャリア形成にどのようにつながるのか、またなぜ学
ぶのかを意識して授業に取り組めるよう、授業での学びを実世界で活用できるようにする。ま
た、学活の時間を通してキャリア教育を充実させる。 通年

2

3

1 自主学習の充実 研修担当 全学年

〇定期テスト前に主体的に学習に取り組めるよう、テストの内容に合わせた自主学
習プリントを廊下に設置する。 定期テス

ト毎

2 ローテーション道徳の実施 道徳主任 全学年
〇子供たちが多くの先生方の考えに触れ、深い学びを得られるよう、ローテーショ
ン道徳や学年道徳を取り入れる。 通年

3

1 生徒の変容を見取る 全職員 全学年
〇生徒の実態を把握し授業改善を行うために、1学期末と2学期末に生徒を対象に学
習に対するアンケートを実施する。 通年

2 ICT活用の研修 学力向上コー
ディネーター

全学年
〇授業での有効的なICT活用方を身に付けるために、はばプラⅡ-ICT活用ver.-を参
考に、各教科でITCを授業で有効的に活用する方法を職員間で共有する。 1学期

3 めあての提示の工夫 全職員 全学年
〇主体的に学習に取り組めるよう、生徒の考えを生かしためあての設定を行う。ま
た、次時の授業に興味関心をもたせるために、めあてに対して一貫性のあるまとめ
を行う。

通年

1 全国学力・学習状況調査
の成果及び課題分析

学力向上コー
ディネーター

全学年
〇明和中の課題を把握し、改善策に取り組むために、実施学年だけではなく全学年
の職員で結果分析を行う。 2学期

2

3

1 家庭学習の充実 全職員 全学年
〇家庭学習の充実を図るために、Classroomなどに問題を掲載し学習に取り組みや
すい環境を整備するなど、ICTを有効的に活用する。 通年

2 クラスルームを用いた情報提供 全職員 全学年
〇学校での生活の様子や、生徒の学習の様子を家庭と情報共有をするために、学年
懇談会や随時各家庭において、生徒のタブレットから情報を発信する。 通年

3

（行は適宜、継ぎ足したり、削除したりしてください）

令和５年度　学力向上計画・報告書

取組Ⅳ　全国学力・学習状況調査結果の活用

取組Ⅴ　家庭・地域との連携

（年度当初の計画） （進捗状況の報告）
取組Ⅰ　教育課程の改善・充実

取組Ⅱ　指導体制の工夫

取組Ⅲ　指導力の向上













別紙2

　　　　　（年度当初の計画）　　前期訪問日　令和５年６月２２日

　　　　　（進捗状況の報告）　　後期訪問日　令和５年１０月３日

大泉町立西小学校

№ 主な取組 主担当者 学年等 具体的な内容 重点時期 後期訪問時の状況と今後の手立て 重点時期

1 教科等部会で意見交流する 教務主任 全学年 ○教科等部会を開き、学年を越えた指導の充実を図る。
4月

夏休み

2 各単元の評価についての
確認

教務主任 全学年

○来年度の教科書改定に向けて、今年度の各単元における評価の仕方を再確認する
ことで、スムーズな次年度への移行を目指す。 通年

3

1

ユニバーサルデザインを意
識した掲示物の精選・西小
学習合い言葉を徹底した学
習規律の確立

各担任 全学年
○教室掲示の際に、前面の掲示を極力控え、授業に集中できる環境整備をする。ま
た、学習合い言葉を全学年共通理解し、机上の整理(えんぴつセット)やあいさつの
統一(語先後礼)を意識させ落ち着いて学習に取り組めるようにする。

4月 

2 道徳科ローテーション授業
の導入

各担任 全学年 ○担任だけが授業するのではなく、様々な先生から教われるようにローテーション
で授業をする。

通年

3 高学年の教科担任制 高学年担当 高学年

○高学年の複数科目の教科担任制を導入することで、学年全体による授業改善・指
導体制の充実を図る。 通年

1 実態に応じた授業参観 研修主任 全学年 ○一人一授業や学校計画訪問前の見合いを通して、指導力向上を図る。また、初年者・2年
目研修の中での授業公開も参観することで学ぶ機会を増やしていく。

通年

2 ICT活用 情報主任 全学年 ○学期ごとに、学習単元の課題をスタディサプリを利用して提出させることで、長期休業
中に児童の学力定着を把握し、次学期の指導にいかしていく。

通年

3 校内教員を講師にした短
時間研修

研修主任 全学年

○全体研修の中で、校内の教員の専門性や特技を生かし、講師として研修を行うこ
とで、教員指導力向上を目指していく。 通年

1 全国学力・学習状況調査の
成果及び課題分析

学力向上コー
ディネーター

全学年 ○Ｓ－Ｐ表を活用した分析をし、児童の学力向上及び教員の授業改善のポイントを検討す
る。また、質問紙の分析を丁寧にし、指導にいかしていく。

通年

2

3

1 家庭学習週間の実施
学力向上コー
ディネーター

全学年 ○家庭との連携を目指し、家庭学習週間の学習、生活の見直しを提案・実施・アンケート
を実施することで、家庭学習の定着を図り、基礎学力の定着を目指す。

通年

2

3

令和５年度　学力向上計画・報告書

取組Ⅳ　全国学力・学習状況調査結果の活用

取組Ⅴ　家庭・地域との連携

（年度当初の計画） （進捗状況の報告）
取組Ⅰ　教育課程の改善・充実

取組Ⅱ　指導体制の工夫

取組Ⅲ　指導力の向上



別紙2

　　　　　（年度当初の計画）　　前期訪問日　令和５年６月９日

　　　　　（進捗状況の報告）　　後期訪問日　令和５年９月25日

大泉町立東小学校

№ 主な取組 主担当者 学年等 具体的な内容 重点時期 後期訪問時の状況と今後の手立て 重点時期

1 教育課程編成上の工夫 教務主任 全学年
朝学習、朝読書、読み聞かせを計画的に行い、学習時間の調整を各学年の状況に応じ
て行う。

全期間

2
各学年の実態に応じた学
習内容の精選

学力向上コー
ディネーター

全学年
朝学習や関連のある授業等を利用して、基礎基本の定着や活用力の向上を図る。県評
価資料集等も活用し、学習を進めていく。

全期間

3
教育等の年間配当時間の
工夫

教務主任 全学年
学期ごとに行事との関連、教科横断的な視点で改善を行う。

年度当初

1 教科担当制 全学年 全学年
教科担当制を行うことで、より専門的な授業や教材研究の充実が行えるようにする。

全期間

2
「東小スタンダード」の
確認・掲示・配付

生徒指導部 全学年
東小スタンダードを全校で共有し、学習に取り組みやすい環境を整える。

年度当初

3
道徳科ローテーション授
業の導入

各担任、専科 全学年
各学年の実態に応じて、担任と所属学年の専科の先生で道徳授業のローテーションを
おこなう。必要に応じて、授業を参観したり、授業の検討をおこなう。

全期間

1 一人一授業の実践 研修主任 全学年
一人一授業を行い、教員同士で参観し、指導力の向上を図る。 10月～11

月頃

2 資質向上研修会 研修主任 全学年
緊急性や必要性に応じて評価方法や特別活動等の研修を行う。

全期間

3 メンター研修 メンター担当 全学年
メンター担当を決定し、担当を中心に一人一人の悩みや苦手な分野を共有し、教員全
体で解決していく。

全期間

1
全国学力・学習状況調査
結果の分析

学力向上コー
ディネーター

全学年
全国平均と比べ、課題だと思われる問題を選び、各学年の発達段階で取り組める改善
策を考える。

夏休み

2
分析結果のフィードバッ
ク

学力向上コー
ディネーター

全学年
分析結果を基に県評価資料集等を使い、確認を行う。

3学期

3

1
「東小・家庭学習のスス
メ」の配付

学力向上コー
ディネーター

全学年
ＰＴＡと連携し、家庭学習のススメ（保護者向け）を発行する。

夏休み前

2 家庭学習チャレンジ週間
学力向上コー
ディネーター

全学年
学年ごとに「家庭学習のすすめ（児童向け）」と家庭学習カードを配付し、家庭と学
校と両方でチェックしながら学習の記録、振り返りを行う。

6・10・1
月

3

（行は適宜、継ぎ足したり、削除したりしてください）

令和５年度　学力向上計画・報告書

（年度当初の計画） （進捗状況の報告）
取組Ⅰ　教育課程の改善・充実

取組Ⅱ　指導体制の工夫

取組Ⅲ　指導力の向上

取組Ⅳ　全国学力・学習状況調査結果の活用

取組Ⅴ　家庭・地域との連携

資料Ｐ６











別紙2

　　　　　（年度当初の計画）　　前期訪問日　令和５年５月２９日

邑楽町立高島小学校

№ 主な取組 主担当者 学年等 具体的な内容 重点時期 後期訪問時の状況と今後の手立て 重点時期

1
カリキュラムマネジメント

を意識した授業実践

学力向上コーディ

ネーター
全学年

○各教科等の年間指導計画を教科横断的な視点で随時見直し、教育課程の改善とカ

リキュラムマネジメントを意識した授業実践につなげる。
通年

2 学級活動の充実 特活主任 全学年

○学級活動（１）領域の話合い活動を充実し、児童の思いや願いの実現につなげ、

安心・安全な学級の雰囲気を醸成する。

○第１回学校評価アンケート結果で取組状況を把握し、改善につなげる。

年度当初

3

1
学習規律の共通理解と共通

実践
全職員 全学年

○「高島小学習スタイル」「高島小よい子の１日」を全校で共有し、学習に取り組

みやすい環境を整える。

○学期末のアンケートや教師の見取りから、成果と課題を検証し、改善につなげ

る。

年度当初

2
ティームティーチング・少

人数授業の実践
教務

全学年

（高学年）

○各学年の特性に合わせた支援体制を整え、児童一人ひとりに目を配るきめ細かな

支援を実施する。

○高学年の算数科においてクラスを二つに分けるなど、児童の実態に応じた、より

きめ細かな支援を実施する。

通年

3 教科担任制の実施 教務主任 全学年
○社会、算数、理科、音楽、図画工作、体育、外国語の授業では、教科担任制によ

る指導を実施し、各教科の特性を踏まえたきめ細かな支援につなげる。

通年

1
授業の展開の見直しと「高

島小スタイルの確立」

学力向上コー

ディネーター
全学年

○「高島小授業チェックリスト」をもとに、一人ひとりが授業改善に取り組む。 通年

2
一人一授業の実施と管理職

の授業巡回
研修主任 全学年

○授業者は校内研修主題に沿った授業を実施するとともに、参観者は「高島小授業

チェックリスト」や「授業参観シート」を用いて参観し、授業者に助言や感想を伝

え、互いの授業力向上につなげる。

○管理職は授業巡回を実施し、助言を行い、授業者は助言を踏まえ、授業改善に取

り組む。

通年

3
資質向上研修・メンター研

修
各担当教諭

全職員

（若手教員）

○全教員の知識や技能を共有し、個々の資質向上を図る。

○若手教員の日々の悩みを共有するともに、メンティーから助言や情報提供を行

う。

通年

1
全国学力・学習状況調査

の結果分析

学力向上コー

ディネーター
全職員

○全教員で分担して調査問題を解いたり、結果分析を行ったりし、授業改善の視点

を協議し、共通理解を図り、授業改善につなげる。

夏休み

2

3

1 読書時間の確保 図書主任 全学年

○毎月の「家庭学習がんばり週間」に読書の時間も設定し、家庭での読書時間の確

保につなげる。

○第１回学校評価で取組状況を把握し、改善策等を検討する。

毎月第3週

2 家庭学習時間の確保
学力向上コー

ディネーター
全学年

○「家庭学習がんばり週間」を毎月実施し、学年ごとに設定された学習取組時間を

目安に、学習時間が確保できるよう支援を行う。

○メディア利用の限度時間を助言し、学習時間の確保につなげる。

毎月第3週

3 ICTの活用 教務主任 全学年
○「学習クラウドドリル」を活用し、授業の予習や復習を充実する。

○特別研修員の授業を参観し、ICT活用を含む指導力向上を目指す。

通年

取組Ⅲ　指導力の向上

取組Ⅴ　家庭・地域との連携

令和５年度　学力向上計画・報告書

（年度当初の計画） （進捗状況の報告）

取組Ⅰ　教育課程の改善・充実

取組Ⅱ　指導体制の工夫
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